








































The Effects and Challenges of English Study Portfolios
with Public Junior High School Students' English Studies















































　CEFR とは Council of Europe の言語政策部門が
30年をかけて作成したもので，現在47か国，38
言語に翻訳され実践・研究が進められている


























界的な尺度であるCommon European Framework of 






























どである（ 投野 , 2013: 19-20; CiLT 2006: 2）。この







深いのは「 ねらい 」である（CiLT 2006:3）[ 列挙
は筆者によるもの ]：
-become more aware of the importance and value of 
knowing different languages;
-value and promote cultural diversity;
-reflect on and evaluate ways in which they learn;
-develop responsibility for their learning;










摘されている（ 拝田 , 2012: 93-103）。CEFR は本
来A1~ C2までの6レベルの尺度で構成されてい
るが日本人児童にはA1だとレベルが高すぎるため，
Pre-A1 が用いられることもある。（ 投野 , 2013; 












検準 2 級は A2 レベルで，CEFR の B1 レベル「 自
立した学習者 」の一歩手前になっていることが分
かる（ 吉島・大橋 , 2004: 25）。
　Council of Europe は CEFR の 具 現 化 を 目 的 に





注１：Educational Testing Service (2010)，日本英語検定協会(2012)，UCLES (2013a)を参考に作成した。
　　　　　　TOEICの点は当該レベルにおけるReading とListeningテストの最低点の合計点である。























































題研究会 , 2010; 西岡 , 2011; 高浦 , 2001）。本研究
で使用したポートフォリオとはCouncil of Europe
が CEFR の 具 現 化 を 目 的 に 作 成 し た European 










（ 資料 ）を作成した。しかし「 授業内容とCan Do
















































最終年度に Movers（CEFR A1 レベル ）を実施し
た。2種類の異なるテストを実施するため，換算
が必要となった。しかし，テストの実施団体




KET for schools（CEFR A2）の “Understanding your 
Statement of Results”（UCLES, 2011）では，100 点










　学力テスト（Cambridge English: StartersとMovers 

































































































































「 異文化友好オリエンテーション 」（4項目 ），「 国
際的職業・活動への関心 」（6項目 ），「 海外の出












用 が 有 意 で あ っ た（ 群 の 主 効 果：F（2,183）
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Yoneda, S.  & Hughes,  J  (2011).  A Research Toward 
Establishing Hokuriku Gakuin Standard Using a 
GlobalStandard—An Investigation into the Growth of 
Japanese Students’ English Abilities from Primary 





Cambridge ESOL Examinations からCambridge English Language 
Assessment へと名称を変更したが，略称はUCLESを継続使
用しているため本論文でもそれに従う。
2　本研究は平成23年度科学研究費助成事業基盤研究 (C)課
題番号23520765によって行われたものである。ポートフォ
リオに携わった科研チームメンバーは米田佐紀子（ 代表 ），
物井尚子，西村洋一，細川真衣（ 以上分担者 ）であり，ポー
トフォリオの改訂の際に助言いただいた方々は，高田智
子氏，菊池優子氏，市川容子氏である。 
3　本章の1節~4節における統計分析およびそれに関する
執筆は西村が担当した。
4  図内のエラーバーは95％信頼区間を表している。図1~
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公立中学校における英語学習ポートフォリオ使用の効果と課題
࣭ࢫࣆ࣮ࢳ࣭ ᪥グ࡞࡝ࣇ࢓࢖ࣝ࡟࡜࡚ࡌ ࠾ࡁࡲࡋࡻ࠺
㸰⣭㸰⣭㸱⣭㸲⣭㸳⣭
資料：ポートフォリオ　p.1-4（２つ折りにして使用するため左右頁が逆になっている ）
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